
各専攻における教員養成に係る理念 

 

【絵画専攻】 

 美術の基礎的な能力と専門的実践力及び理論・歴史に関する知見を備えることと同時に、絵画

専攻においては、特に絵画分野（映像メディア表現、版表現等を含む。）に関する高度に専門的な技

能と創作力を背景に生徒を指導できる人材を学校教育の分野で活躍させることにより、中学校・高

等学校美術科教育のさらなる向上と我が国の芸術文化の向上に資することを目指す。 

 

【彫刻専攻】 

 美術工芸の基本的な能力と専門的実践力及び理論・歴史に関する知見を備えることと同時に、

彫刻画専攻においては、特に彫刻分野に関する高度に専門的な技能を背景に、生徒を指導できる

人材を学校教育の分野で活躍させることにより、中学校・高等学校美術科教育のさらなる向上と我

が国の芸術文化の向上に資することを目指す。 

 

【芸術学専攻】 

 美術工芸の基礎的な能力と専門的実践力及び理論・歴史に関する知見を備えることと同時に、

芸術学専攻においては、美術・芸術分野に関する実践的技能と理論的知識を背景に、生徒を指導

できる人材を学校教育の分野で活躍させることにより、中学校・高等学校美術科教育のさらなる向

上と我が国の芸術文化の向上に資することを目指す。 

 

【デザイン専攻】 
 美術の基礎的な能力と専門的実践力及び理論・歴史に関する知見を備えることと同時に、デザイ

ン専攻においては、特にデザイン分野に関する高度に専門的な技能を背景に、生徒を指導できる人

材を学校教育の分野で活躍させることにより、中学校・高等学校美術科教育のさらなる向上と我が

国の芸術文化の向上に資することを目指す。 

 

【工芸専攻】 

 美術の基礎的な能力と専門的実践力及び理論・歴史に関する知見を備えることと同時に、工芸

専攻においては、特に工芸分野に関する高度に専門的な技能と歴史を踏まえた伝統を背景に、生

活の中における新たなもの作りの観点から生徒を指導できる人材を学校教育の分野で活躍させる

ことにより、中学校・高等学校美術科教育及び高等学校工芸科教育のさらなる向上と我が国の芸術

文化の向上に資することを目指す。 

 

 

【音楽表現専攻】 

 音楽の基礎的な能力と専門的実践力及び理論・歴史に関する知見を備えることと同時に、声楽・



ピアノ・弦楽・管打楽コースにおいては特に、声楽や器楽に関する高度に専門的な技能を背景に生

徒を指導できる人材、また作曲理論コースにおいては特に、創作に関する高度に専門的な技能を

背景に生徒を指導できる人材を学校教育の分野で活躍させることにより、中学校・高等学校音楽

科教育のさらなる向上と我が国の芸術文化の向上に資することを目指す。 

 

【音楽文化専攻】 

 音楽の基礎的な能力と専門的実践力及び理論・歴史に関する知見を備えることと同時に、沖縄

文化コースにおいては特に、郷土の音楽や諸民族の音楽について多彩な観点から生徒を指導でき

る人材、また音楽学コースにおいては特に、幅広い音楽文化について知的な観点から生徒を指導

できる人材を学校教育の分野で活躍させることにより、中学校・高等学校音楽科教育のさらなる向

上と我が国の芸術文化の向上に資することを目指す。 

 

【琉球芸能専攻】 

 音楽の基礎的な能力と専門的実践力及び理論・歴史に関する知見を備えることと同時に、琉球

芸能専攻においては特に、郷土の音楽、古典芸能、民俗芸能について多彩な観点から生徒を指導

できる人材を学校教育の分野で活躍させることにより、中学校・高等学校音楽科教育のさらなる向

上と我が国の芸術文化の向上に資することを目指す。 

 

〇教職課程の理念  

 沖縄県の伝統文化の継承と発展に寄与し、高いレベルの一般芸術の専門的知識や技能を有す

るバランスの取れた実践的指導力のある教員の育成を目指す。また、教員が児童・生徒の心身の発

達にかかわり、人格形成に大きく影響を及ぼすものであることから、教育者としての使命感と児童・生

徒の成長・発達について深い理解と教育的愛情のある人材の養成を目指す。また。重要な責任を担

う社会人として、豊かな教養を身につける姿勢や向上心のある教員の養成を図る。さらに、沖縄県が

東南アジア・中国など世界に開かれた重要な地理環境にあることから、国際化や情報化社会に十分

対応できる教員の養成を目指す。 

本学の教職課程では、このような教員の育成を図るため、具体的には以下のようなバランスのと

れた教員の育成を図る。 

（１） 地域の独自性と得意分野を持つ教員の育成 専門性、得意分野を持ち、又同時に地域文化

の継承、発展に寄与できる人材 

  本学には沖縄県の伝統文化の継承と発展に寄与でいる人材を育成するため、「工芸」や「琉球

芸能」などの専攻が設置されており、他の大学では修得できない得意分野を持つ教員の育成が

可能である。そのような優れた伝統工芸・郷土芸能を理解し、更に発展していくことのできる教員

の育成が重要だと考えている。 

（２） 国語力の強化 

  学校現場で教員としてその力を発揮していくためには、学習指導案の作成など、教員の国語力



が試される。そのため、本学では「国語表現法」の科目の導入を図り、学生一般の国語力の増強

を図っている。また、教職課程においても、ほとんどの教職科目でレポート提出を義務付け、特に各

地からの育成に力を入れている。 

（３） 語学力の向上 

  沖縄県では国際化に向けて英語教育に力を入れている。英語専攻でない教員も英語の習得 

が臨まれているため、大学の授業の中でも教育界の要請に添う形で英会話を中心とした英語

教育に力を入れている。 

（４） 教育相談能力の育成 

  児童・生徒の教育相談においては、カウンセリング能力が要求される。その点で、学校カウンセリ

ングでは、個別面接だけでなく、学級集団にも視点をおき、学級経営に役立つカウンセリングを指

導している。学校現場でさまざまな問題に対応できる教員を育てたいと考えている。 

 

【組織的な取り組み】 
 本学では、平成 17 年度に「大学教職課程委員会」を立ち上げ、美術工芸学部及び音楽学

部の各専攻から委員の出席を求め、教職課程の専任教員を委員長として、教育実習に関す

る事項や介護等体験に関する事項、その他教職課程全般に関わる事項などを全学的に審議

できる組織を結成した。同委員会において、教育実習に先立つ学校現場の事前訪問や研究

授業の参観・指導に係る事後訪問を行う教員配置を決定している。 
 また、沖縄県内における本学出身者の専任教員、臨時教員も多数輩出し、教育界への貢

献は大きいと考えている。 
 
【教職課程設立の趣旨】 
 本学は、もともと優れた実技者・実演者を育成することを主たる目的に設立された大学

であるが、設立当時、沖縄県内では、琉球大学から毎年 5～6 人程度の合格者を出すだけ

で、他の多くの教員は東京などの大学を卒業した者で占められていた。特に、東京など

の芸術系の大学で学ぶ学生の経済的負担は大きく、県内の大学で美術・音楽の教員資格

を取得できるのは魅力の一つとされ、教職課程を設置して欲しいという県民の強い声が

あり、教職課程の設立に至った。 


